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７
月
２
９
日
（
月
）
、
新
宿
発
７
時
の
あ
ず

さ
１
号
松
本
行
き
に
乗
車
。
甲
府
着
８
時
２
７

分
。
降
り
立
っ
た
の
は
佐
藤
、
有
倉
、
奥
村
、

川
名
夫
人
、
戸
丸
の
５
名
。 

９
時
５
分
発
の
広
河
原
行
き
の
バ
ス
は
ゆ

っ
く
り
座
れ
る
と
思
い
き
や
、
バ
ス
会
社
が
用

意
し
た
３
台
で
は
乗
り
切
れ
ず
、
通
路
に
座
る

よ
う
な
感
じ
で
出
発
。
そ
れ
で
も
夜
叉
神
峠
で

降
り
た
人
が
多
か
っ
た
一
台
前
の
バ
ス
に
乗

り
換
え
て
座
る
こ
と
が
で
き
何
と
か
無
事
に

広
河
原
に
着
い
た
。 

１
１
時
過
ぎ
、
広
河
原
着
。
バ
ス
停
横
の
東

屋
で
持
参
の
昼
食
。
身
支
度
を
整
え
ス
ト
レ
ッ

チ
を
す
る
。 

１
２
時
、
い
よ
い
よ
出
発
。
行
程
は
白
根
御

池
小
屋
ま
で
の
地
図
上
で
は
約
３
時
間
。 

左
側
に
は
野
呂
川
が
流
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

大
樺
沢
の
雪
解
け
水
が
白
く
流
れ
込
ん
で
い

る
。
そ
の
奥
に
は
雲
が
か
か
っ
た
北
岳
、
そ
の

す
ぐ
下
に
は
大
き
な
雪
渓
が
見
え
て
い
る
。 

１
２
時
９
分
、
広
河
原
に
架
か
る
吊
り
橋
を

渡
る
、
結
構
揺
れ
る
。
広
河
原
山
荘
の
横
を
通

り
山
道
に
入
っ
て
ゆ
く
。 

１
２
時
３
７
分
、
左
大
樺
沢
と
右
樹
林
帯
コ

ー
ス
の
分
岐
を
右
に
森
の
中
へ
入
っ
て
ゆ
く
。

傾
斜
は
徐
々
に
険
し
く
な
り
、
い
よ
い
よ
急
な

坂
を
登
っ
て
ゆ
く
と
左
に
道
が
カ
ー
ブ
し
て

緩
や
か
に
な
る
。 

３
時
５
分
、
登
り
切
っ
た
感
じ
の
と
こ
ろ
で

小
休
止
。
小
さ
な
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
が
一
輪
咲

い
て
い
る
。
そ
れ
を
見
て
有
倉
さ
ん
が
な
ぜ
か

笑
っ
て
い
る
。 

等
高
線
の
間
を
進
む
、
つ
ま
り
傾
斜
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。 

３
時
３
４
分
、
白
野
御
池
小
屋
ま
で
あ
と
２

０
分
の
案
内
板
を
通
過
。 

３
時
４
４
分
、
仮
設
の
橋
で
小
さ
な
沢
を
通

過
。
途
中
、
一
時
雷
が
鳴
っ
て
い
た
が
降
ら
れ

る
こ
と
な
く
こ
こ
ま
で
来
た
が
、
少
し
ぽ
つ
ぽ

つ
と
落
ち
て
き
た
。 

４
時
頃
、
無
事
に
御
池
小
屋
に
到
着
。
２
階

の
奥
の
部
屋
に
落
ち
着
く
。
島
根
か
ら
の
５
人

組
と
我
々
５
人
と
で
向
か
い
合
わ
せ
で
布
団

が
敷
か
れ
て
い
る
。
お
互
い
話
も
で
き
て
和
気

あ
い
あ
い
と
い
う
感
じ
だ
。 

 

夕
食
前
に
生
ビ
ー
ル
を
玄
関
奥
の
ベ
ン
チ

で
い
た
だ
く
。
こ
の
時
外
は
か
な
り
の
雨
だ
っ

た
。 

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
２
０
号 

２
０
１
９
年
８
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
って
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

北
岳
か
ら
間
ノ
岳
、
そ
し
て
ま
た
北
岳
に
登
る
。
天
候
に
恵
ま
れ
三
泊
四
日
で
天
空
の
散
歩
を
楽
し
ん
だ
。 
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夕
食
後
、
同
室
の
島
根
の
黒
一
点
の
リ
ー
ダ

ー
天
川
さ
ん
と
ち
ょ
っ
と
酒
宴
。
い
ろ
ん
な
山

に
行
っ
て
い
る
お
話
が
聞
け
た
。 

夜
中
、
窓
か
ら
空
を
見
る
と
満
天
の
星
。
夜

明
け
前
４
時
前
に
外
に
出
る
と
天
の
川
が
は

っ
き
り
と
見
え
星
は
多
す
ぎ
て
星
座
が
分
か

ら
な
い
。
夜
が
明
け
る
と
日
本
晴
れ
。
北
岳
が

く
っ
き
り
と
見
え
る
。
御
池
に
は
逆
さ
北
岳
が

映
り
こ
ん
で
い
た
。
朝
食
を
食
べ
な
が
ら
日
の

出
を
楽
し
む
。 

７
月
３
０
日
（
火
）
二
日
目
。
６
時
４
５
分

発
。
こ
の
日
の
コ
ー
ス
は
草
ス
ベ
リ
か
ら
肩
の

小
屋
経
由
で
北
岳
山
頂
、
そ
し
て
北
岳
山
荘
ま

で
。 後

ろ
に
鳳
凰
三
山
を
従
え
な
が
ら
草
ス
ベ

リ
の
傾
斜
を
じ
わ
じ
わ
と
登
っ
て
ゆ
く
。
朝
は

少
し
寒
か
っ
た
が
す
ぐ
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
一
枚
だ
。

美
し
い
ダ
ケ
カ

ン
バ
の
緑
と
北

岳
を
見
な
が
ら

高
低
差
５
０
０

ｍ
の
直
登
を
登

り
き
る
。 

９
時
３
０
分
、

右
股
コ
ー
ス
の

分
岐
に
到
着
。
お

花
畑
の
中
の
急

傾
斜
が
な
お
も

続
く
。 

１
０
時
、
富
士
山
が
山
頂
を
見

せ
て
く
れ
た
。 

１
０
時
半
、
小
太
郎
尾
根
分
岐
。

尾
根
の
絶
景
が
広
が
る
。
北
岳
の

北
側
、
甲
斐
駒
と
仙
丈
ケ
岳
。
特

に
仙
丈
ケ
岳
の
容
姿
は
美
し
い
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
何
度
も
往
復
し

て
忙
し
く
荷
物
を
運
ん
で
い
る
。 

１
１
時
３
５
分
、
３
０
０
０
ｍ

の
肩
の
小
屋
に
到
着
。
５
０
０
円

也
の
サ
イ
ダ
ー
で
お
弁
当
を
食
べ

る
。
小
屋
の
左
横
か
ら
岩
の
尾
根

を
登
っ
て
い
く
。 

２
時
、
北
岳
山
頂
３
１
９
３
ｍ

着
。 ２

時
３
５
分
、
北
岳
山
荘
に
向

か
っ
て
下
山
開
始
。
お
花
畑
が
美

し
い
。
雷
鳥
も
親
子
で
姿
を
見
せ

た
。 ４

時
４
０
分
、
北
岳
山
荘
着
。

予
想
を
超
え
る
登
山
客
と
の
事

で
我
等
５
人
の
中
３
人
は
玄
関

す
ぐ
の
廊
下
で
寝
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
廊
下
で
缶
ビ
ー
ル
を

い
た
だ
い
た
の
は
な
か
な
か
の

体
験
だ
。
思
い
の
ほ
か
廊
下
は
快

適
で
熟
睡
で
き
た
。 

翌
朝
の
富
士
と
雲
海
は
見
事

だ
っ
た
。
ご
来
光
を
仰
い
で
か
ら

８
月
１
８
日
（
日
）
は
奥
多
摩
の
御
岳
山
（929

ｍ
）。 

ら
く
だ
コ
ー
ス 

歩
行
約
３
時
間 

 
 

 

有
名
な
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
の
花
が
見
ら
れ
そ
う
で
す
。 

御
嶽
駅
か
ら
バ
ス
利
用
、
ケ
ー
ブ
ル
で
往
復
し
ま
す
。 

御
岳
神
社
か
ら
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
を
楽
し
み
ま
す
。 

 

※
何
か
汁
物
を
作
る
予
定
で
す
。 

 

○
持
ち
物 

昼
食
、
ポ
ッ
ト
に
お
湯
、
食
器
、
箸
、
飲
料
水
、 

非
常
食
、
雨
具
、
傘
、
ス
パ
ッ
ツ
、
カ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ(

予
備
電
池)

、
地
図
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、

（
痛
み
止
め
ス
プ
レ
ー
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、 

ち
り
紙(

ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
等)

、
予
備
靴
紐
、
ラ
イ
タ
ー
か
マ
ッ

チ
、
ナ
イ
フ
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
磁
石
、
他 

 

●
申
し
込
み
締
め
切
り 

８
月
１
６
日
（
金
） 

 

現在の収支 

繰越     40339 円 

入金        0円 

 

支出 

印刷費    1000 円 

コピー代   400 円 

現在高   38939 円 

 

 

円 

切
手
残
数 

 

８
２
円
切
手 

 

１
５
６
枚 

４
０
円
切
手 

１
３
１
枚 

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

https://tomarusatoru.wixsite.com/hakonegumi 

集合 

８月１８日（日）ＪＲ東京駅（２番線） 

７：０７発 中央特快高尾行き 

（前から３両目車内） 

途中駅発 神田 7：09 御茶ノ水 7：12  

四ツ谷 7：16 新宿 7：21 中野 7：26 

三鷹 7：34 国分寺 7：41  

 

立川 7：47着（青梅線乗換）7：57発 

御嶽８：４８着（バス乗り換え） 

 交通費 東京～御嶽（片道 1080円） 

 ケーブル往復 1110円 
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朝
食
。 

７

月

３

１

日

（
水
）
三

日
目
。
こ

の

日

の

行
程
は
、

間

ノ

岳

往

復

と

も

う

一

度

北

岳

に

登

り

下

っ

て

肩

の

小

屋

に

宿

泊
だ
。 

６
時
４
５
分
発
。
サ
ブ
ザ
ッ
ク
で
軽
い
荷
物

で
日
本
第
３
位
の
間
ノ
岳
に
向
か
う
。
（
奥
村

さ
ん
は
途
中
の
中
白
根
山
ま
で
）
荷
物
が
軽
い

と
脚
は
軽
や
か
だ
。 

７
時
４
５
分
、
中
白
根
山
３
０
５
５
ｍ
着
。 

途
中
知
り
合
っ
た
６
年
生
の
タ
イ
ヨ
ウ
君

母
子
と
ほ
ぼ
一
緒
だ
。
天
空
の
散
歩
を
楽
し
み

な
が
ら
岩
も
乗
り
越
え
る
。 

９
時
３
５
分
、
間
ノ
岳
３
１
８
９
，
３
ｍ
着
。

北
に
は
昨
日
上
っ
た
、
そ
し
て
ま
た
今
日
上
る

北
岳
。
そ
の
左
隣
に
は
岩
肌
が
荒
々
し
い
甲
斐

駒
ヶ
岳
、
そ
の
左
に
は
緑
の
美
し
い
仙
丈
ケ
岳
。 

南
側
に
は
農
鳥
岳
、
塩
見
岳
な
ど
の
景
色
が

広
が
っ
て
い
る
。
東
南
方
向
に
は
富
士
が
。 

景
色
を
堪
能
し
な
が
ら
来
た
道
を
戻
る
。 

１
１
時
４
０
分
、
北
岳
山
荘
着
。
食
堂
で
頂

い
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
お
い
し
か
っ
た
。
小
屋

前
で
記
念
撮
影
を
す
る
。 

１
２
時
３
５
分
、
再
び
北
岳
に
向
か
っ
て
出

発
。
目
の
前
に
そ
び
え
る
北
岳
の
岩
肌
は
な
か

な
か
見
事
だ
。 

３
時
２
５
分
、
二
度
目
の
北
岳
山
頂
。
下
っ

て
ゆ
く
と
ぽ
つ
ぽ
つ
と
雨
が
落
ち
て
き
た
。
合

羽
を
着
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
と
思
っ
て
い

た
ら
、
目
の
前
に
肩
の
小
屋
の
屋
根
が
見
え
た
。 

４
時
過
ぎ
、
肩
の
小
屋
着
。
宿
泊
の
手
続
き

を
し
て
い
た
ら
激
し
い
雨
が
降
っ
て
き
た
。
小

屋
の
主
人
に
よ
る
と
こ
の
と
こ
ろ
夕
方
は
毎

日
こ
ん
な
雨
が
降
っ
て
い
る
と
い
う
。
部
屋
は

二
階
の
奥
で
ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と
が
で
き
た
。 

夕
食
時
、
高
知
か
ら
来
た
ご
夫
婦
と
お
話
し

で
き
た
。
我
々
と
同
じ
コ
ー
ス
だ
っ
た
。
北
岳

に
二
度
上
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
ら
し
い
と

い
う
情
報
も
。 

夜
の
星
空
に
は
圧
倒
さ
れ
た
。
日
の
出
を
待

つ
人
々
は
６
０
人
ほ
ど
も
い
た
だ
ろ
う
か
。
５

時
の
食
事
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
も
耳
を
貸
さ
な

い
ほ
ど
だ
っ
た
。
絶
景
の
中
こ
の
三
日
間
で
最

高
の
日
の
出
を
堪
能
し
た
。 

６
時
３
５
分
頃
、
下
山
開
始
。
北
側
の
絶
景

を
堪
能
し
な
が
ら
の
下
山
は
楽
し
い
。
小
太
郎

尾
根
分
岐
で
佐
藤
、
戸
丸
の
両
名
は
「
上
を
向

い
て
歩
こ
う
」
の
練
習
。
隣
の
登
山
客

が
も
っ
と
大
き
な
声
で
歌
っ
て
く
だ
さ
い
と

嬉
し
い
お
言
葉
。 

下
山
は
コ
ー
ス
を
変
え
て
二
又
か
ら
大
樺

沢
経
由
で
広
河
原
を
目
指
し
た
。
途
中
沢
で
体

を
冷
や
し
た
り
、
沢
水
を
飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
、

午
後
１
時
前
に
広
河
原
着
。
１
時
の
バ
ス
を
見

送
り
、
東
屋
で
お
弁
当
。 

２
時
の
バ
ス
で
甲
府
へ
。
北
口
の
温
泉
銭
湯

で
汗
を
流
し
、
ほ
う
と
う
の
お
店
で
生
ビ
ー
ル
。

美
味
し
い
打
ち
上
げ
を
し
て
帰
京
。 
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